
教員自己評価

取組状況

・児童の主体的な学習への参加や学

びの成長の実感ができる授業内容の

工夫
100%

・一人一人の児童が考え学び合い、高

め合える授業実践
90%

・探究的な学びを意識した授業実践 93%

・組織的・計画的なカリキュラムマネジ

メント
88%

・質の高い読書習慣の確立 91%

・探究的な学習場面での図書資料な

どの活用
88%

ICT機器の活用 ・日常場面、家庭学習での活用 88%

人権尊重の理念を

理解する。

・「人とのかかわり」を中心とした人権

教育の実践
95%

・児童の状況把握、学年、学校での情

報共有
98%

・学校いじめ防止基本方針に基づく組

織的対応
100%

・クラスの子供たち一人一人の能力の

伸長を図ること
91%

・児童の情報共有に基づく組織的な

対応
100%

・SCなどの関係機関、専門家等との

連携
90%

・落ち着いて過ごせる環境づくり 98%

・グローバルな視点から物事をとらえ

ることができる活動の工夫
84%

・国や郷土を愛し、大切にする心情を

養うための伝統文化の学習
82%

・健康に関する正しい知識の獲得及び

健康的な生活を送ろうとする態度の育

成
97%

・児童一人一人の体力、健康について

の意識向上を図る
93%

・学校便りやホームページ等での積極

的な情報公開
91%

・CSの推進を図る 97%

持続可能な社会の実現を

目指した学校体制の構築

・生活科、総合的な学習の時間、生活

単元学習の充実
95%
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C

S

の

推

進

一中ゾーンCSの推

進（地域や保護者か

ら信頼される学校づ

くり）

地域・保護者ととも

に創る開かれた学校

づくりを進める。

仲

良

く

す

る

子

を

育

て

る

た

め

に

人権尊重の精神を基

盤とし、夢や希望をも

ち、明るくたくましく生き

ていこうとする心情や態

度を育てる
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狛江市立狛江第一小学校

伸ばしていく力
力を伸ばすための

短期的な目標
取組例 児童ｱﾝｹｰﾄ

学

び

あ

う

子

を

育

て

る

た

め

に

様々な課題を解決して

いくために、自ら学び、

考え、判断し、よりよく表

現したり、行動したりす

る実践力を身に付けさ

せる

主体的・対話的で深

い学びの実現に向け

た授業改善

〇「教育活動に関する情報発信を積極的に行って

いる」「学校は相談したことに対して丁寧に対応し

ている」については、どちらも９割以上が肯定的評

価をしており、昨年度よりも１～２割程度増えている。

学校便りやホームページでの情報発信、個人面談

や学校公開の実施などが一定の効果を上げている

と思われる。

◇コミュニティスクールの取組については「知らな

い」と回答している割合が約４割から６割となってい

る。未だ低い評価ではあるが、昨年度と比較すると

それぞれ２割～３割程度評価が上がっている。引き

続き、学校便りやホームページで発信し、活動の内

容を広く伝えていく必要がある。

頑

張

る

子

を

育

て

る

た

め

に

たくましい心と体づくり

をめざし、健康教育を

推進する

グローバルに活躍で

きる資質・能力の育

成

◇すすんで運動をしているかについて

の回答では、児童の８割以上が肯定的

な評価をしているが、昨年度よりも１割

程度減っている。持久走記録会や運動

集会などの全校で取り組める体育的

行事の実施や、外遊びへの声掛けを一

層強化していく必要がある。

◇運動と栄養、睡眠など健康に関する

質問については、児童の回答と保護者

の回答に差がある。学校、子供、家庭

が一体となった保健教育の推進が必

要である。

体育・保健指導・食

育指導を柱とした健

康教育を実践し、体

力の向上を図る。

保護者ｱﾝｹｰﾄ
【考察】
◇は改善策

〇児童、保護者共に９割以上が学校が楽し

い（子供は学校を楽しんでいる）と回答して

いる。保護者の回答については、昨年度より

も１割程度肯定的評価が増えている。

〇相手の気持ちを考えること、自他ともに大

切にしようとする姿勢については、児童、保

護者共に９割以上が肯定的な評価をしてい

る。授業において対話を取り入れたり、特別

活動において話合いをしたりすることが定着

し、これまで以上に人との関わりが増え、相

手を大切にする気持ちが増していると思わ

れる。

◇挨拶や、教員と児童のコミュニケーション

に関する項目で、肯定的評価が９割に満た

ない結果となっている。挨拶に関する日々の

指導を引き続き行うとともに、教員と児童と

のコミュニケーションをさらに図っていけるよ

うに日頃からの声掛けを増やしていく必要が

ある。

いじめ・不登校の未

然防止・早期発見・

早期対応の取組

特別な教育的ニーズ

を必要とする児童へ

の支援を図る。

〇児童の９割以上、保護者の８割以上

が、授業が分かりやすく楽しい（分かり

やすく楽しいと感じている）と回答して

いる。保護者の回答に関しては、昨年

度よりも１割ほど肯定的な評価が増え

ている。これは、児童の思いを大切にし

た授業展開、体験的な活動を多く取り

入れていることが一定の効果を上げて

いると思われる。

◇保護者の回答で、英語学習、個に応

じた指導展開、ICT機器活用能力につ

いての肯定的評価が７～８割となって

いる。取り組み状況の周知が十分でな

いことも理由の一つとして考えられる。

周知方法について工夫していく必要が

ある。

１２,学校は、保護者や地域の方に対し

て情報発信している（学校公開含む）。

1,授業は分かりやすいですか。 2,授業は楽しいですか。
1,お子様は、授業がわかりやすく

楽しいと感じている。

3,知らないことを調べたり、友達と話したりして

すすんで勉強をしていますか。

4,相手の気持ちを考えて

行動していますか。

5,先生とコミュニケーションを

とっていますか。

6,学校は楽しいですか。 7,自分からあいさつを

していますか。

8,すすんで運動を

していますか。

9,栄養のバランスを考えてよく食べ、

睡眠をしっかりとっていますか。

6,お子様は、自分・他者ともに大切にしようとする

姿勢が身についている。

7,お子様は、楽しく学校生活を送れている。 8,お子様は、あいさつの習慣が身に付いている。

9,お子様は、運動やスポーツ（遊びや部活動を含む）に

すすんで取り組む姿勢が身に付いている。

10,お子様は、栄養、睡眠など自分の健康を

意識することができている。

13,学校は、教育活動に地域人材を

積極的に活用している。

14,狛江市が、コミュニティースクール

（学校運営協議会制度）の取組を進

めていることを知っている。

15,緑野小学校、狛江第一中学校とともに

『一中ゾーン』の学校としてのコミュニティ

スクールであることを知っている。

5,お子様は、ICT機器を学習で

活用する力が身に付いている。

3,お子様は、英語学習に楽しく取り組んで

いる。（本項目の回答は小学校３年生以上）

11,学校は、相談したことに対して丁寧

に対応している。

２,お子様は、各教科の基礎的・

基本的な事柄が身に付いている。

4,学校は、児童・生徒の実態に合わせ、

個に応じた指導を展開している。


